
    

課
税
所
得
金
額
を
見
る
と
、

令
和
３
年
度
分
３
０
０
万
円

以
下
の
割
合
が
増
え
る
一
方
、

１
０
０
０
万
円
以
上
が
増
え

る
と
い
っ
た
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
、
市
民

の
暮
ら
し
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
聞
き

た
い
。

　

【
市
長
】
働
く
環
境
や
理

由
が
、
人
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
た
め
、
数
字
の
み
で

判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
増
加

し
て
き
た
課
税
所
得
者
の
総

数
が
減
少
す
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
等
に
よ
り
市
民
の
暮
ら

し
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

市
民
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
き
め

細
や
か
な
相
談
体
制
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の

安
定
が
第
一
と
考
え
、
各
種

給
付
金
の
支
給
な
ど
、
国
、

県
の
施
策
に
適
切
に
対
応
し
、

社
会
保
障
施
策
を
継
続
し
て

い
く
。

　

 

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
下

水
道
会
計
で
、
そ
れ
ぞ
れ
過

去
最
大
規
模
を
更
新
し
た
が

市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
こ
れ
ま
で
、
し

あ
わ
せ
創
造
都
市
い
せ
は
ら

の
実
現
を
目
指
し
、
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
４
年
度
は
、
そ

の
成
果
を
次
の
総
合
計
画
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
節
目
と
な

る
重
要
な
年
と
な
る
。

　

予
算
規
模
は
過
去
最
大
と

な
っ
た
が
、
そ
の
財
源
と
し

て
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
特

定
財
源
を
最
大
限
に
活
用
す

る
ほ
か
、
２
年
度
決
算
に
基

づ
く
繰
越
金
な
ど
を
積
み
立

て
た
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
金
や
、
３
年
度
決
算
見

込
み
で
上
振
れ
が
期
待
さ
れ

る
、
市
税
の
増
を
見
込
む
前

年
度
繰
越
金
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
市
債
残
高

を
縮
減
す
る
な
ど
、
財
政
健

全
化
に
も
配
慮
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
、
未
来
へ
の

歩
み
を
着
実
に
進
め
る
た
め

の
予
算
と
な
る
よ
う
尽
力
し

た
。

    

24
時
間
３
６
５
日
対
応
可

能
な
高
齢
者
い
つ
で
も
安
心

電
話
相
談
の
取
り
組
み
状
況

お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

【
保
健
福
祉
部
長
】
こ
れ

ま
で
延
べ
３
４
８
件
の
利
用

が
あ
り
、
相
談
内
容
と
し
て

は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
病
気
、

介
護
に
関
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

利
用
の
３
分
の
２
が
日
中

の
時
間
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

業
務
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
24
時
間

３
６
５
日
無
料
で
看
護
師
な

ど
の
専
門
職
に
電
話
で
相
談

で
き
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
高

齢
者
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
利
用
者
数

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

    

固
定
資
産
税
が
令
和
２
年

度
か
ら
段
階
的
に
増
収
と
の

こ
と
だ
が
、
２
年
度
は
何
社

か
ら
新
た
な
固
定
資
産
税
が

入
り
、
３
年
度
は
何
社
が
追

加
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
来
年
度
以
降
、
ど
の
ぐ

ら
い
の
固
定
資
産
税
が
毎
年

見
込
ま
れ
る
予
定
か
聞
き
た

い
。

　

【
税
務
担
当
部
長
】
２
年

度
に
２
社
、
固
定
資
産
税
額

は
３
１
０
０
万
円
余
り
で
始

ま
り
、
３
年
度
に
は
12
社
が

追
加
さ
れ
、
今
後
各
社
の
家

屋
が
順
次
竣
工
し
て
い
く
。

　

４
年
度
か
ら
は
、
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
を
合
わ
せ
、

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
地

区
内
の
固
定
資
産
税
額
は
約

２
億
８
０
０
０
万
円
前
後
に

な
る
と
推
計
し
て
い
る
。
今

後
の
各
社
の
建
築
家
屋
に
対

す
る
固
定
資
産
評
価
額
の
算

定
結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
、

正
確
な
金
額
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
が
、
10
年
度
か
ら
の

固
定
資
産
税
収
は
、
現
時
点

に
お
い
て
は
約
３
億
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

    

市
長
に
と
っ
て
、
持
続
的

な
ま
ち
づ
く
り
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
何

が
足
り
な
く
て
、
何
が
必
要

で
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
将
来
に
わ
た
っ

て
伊
勢
原
に
住
ん
で
、
良
い

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
市
民
が

安
全
安
心
、
そ
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
や

価
値
観
な
ど
が
大
き
く
変
わ

り
、
今
後
も
変
化
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
環
境
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
安
全
安
心
な
暮

ら
し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や

機
能
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
税
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
適

切
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る

行
政
経
営
、
財
務
体
質
の
構

築
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
に
つ
い
て

公
明
党

中
山
真
由
美
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令
和
４
年
度
予
算
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

創
政
会

小
沼　

富
夫

　

総
括
質
疑
と
は
、
本
会
議
で
市
長
（
執

行
機
関
）
に
対
し
、
一
般
会
計
予
算
、
特

別
会
計
予
算
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
総
括
的
に
疑
義
を
問
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

予
算
や
決
算
の
議
案
内
容
は
膨
大
な
た

め
、
総
括
質
疑
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
所
管
ご
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て

令
和
４
年
度
予
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
に
と
っ
て
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
は

い
せ
は
ら
進
誠
会

山
田　

昌
紀

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
てい

せ
は
ら
未
来
会
議

橋
田　

夏
枝

市
民
の
暮
ら
し
の
状
況

認
識
に
つ
い
て日

本
共
産
党

宮
脇　

俊
彦

令和４年度 議会費予算
今年度の議会費予算の概要は次のとおりです。

市の一般会計（歳出）に占める割合は約１％です。

1億611万6千円

2,772万7千円

6,472万4千円

4,328万4千円

8万9千円

187万6千円

38万5千円

258万5千円

　521万1千円

494万1千円

529万9千円

356万4千円

557万4千円

2億7,137万5千円

報 酬

給 料

職員手当等

共 済 費

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び

賃 借 料

備品購入費

負担金、補助

及び交付金

合 　 計

・議員報酬

・職員給料

・議員期末手当

・職員諸手当

・議員共済費

・職員共済費

・各種行事等議長賞

・所管事項調査旅費

・普通旅費

・議長交際費

・議会だより印刷代

・図書追録代

・議会だより配布手数料

・会議録反訳料

・インターネット映像配信

　システム管理運営

・インターネット映像配信用

　設備賃借料

・議会用タブレット端末等賃

　借料

・議員控室デスク・チェア購

　入費

・政務活動費交付金

・議長会等負担金

区　　分 金　　額 主　な　内　容

令和４年度各会計予算総括表

会　　計　　名

合　　　　　計

一　般　会　計

予　算　額
対前年度
伸率（％）

特　

別　

会　

計

公営企業
会　　計

後期高齢者医療事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

用 地 取 得 事 業

国民健康保険事業

61億2,700万円

346億9,500万円

15億3,400万円

79億2,200万円

1億2,200万円

97億4,600万円

6.8

601億4,600万円 4.5

5.5

4.6

4.1

-29.5

0.7


